
２ ０ １ ３ 年

新 春 の 集 い

衆 院 選 挙 の 惨 敗 を の り こ え 、

決 意 も 新 た に 私 た ち は 、 県 平 和

運 動 セ ン タ ー 、 県 勤 労 者 協 議 会

連 合 会 に よ る 新 春 の 集 い を 、 １

５ ２ 名 の 参 加 の も と 、 １ 月 ７ 日

ス カ イ ホ テ ル １
８

階 で 開 催 し た 。

あ い さ つ す る 柚 木 代 表 代 行
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両 組 織 は 、 脱 原 発 に 加 え 、 迫

り く る 改 憲 の 動 き に 対 し 、 阻 止

に 全 力 を あ げ る こ と を 表 明 し た 。

こ の な か で 、 柚 木 光 平 和 セ ン

タ ー 代 表 代 行 が こ の 日 を も っ て

退 任 し 、 新 た に 細 野 祐 治 代 表 代

行 の 就 任 が 、 前 段 の 拡 大 運 営 委

員 会 で 承 認 さ れ た 。

退 任 に あ た っ て

柚 木 光

０
８

年 １
０

月 か ら ４ 年 間 、 県 平 和

運 動 セ ン タ ー 代 表 を 、 昨 年 １
０

月

か ら 今 年 １ 月 ７ 日 ま で 代 表 代 行

を さ せ て い た だ き ま し た 。 こ の

間 、 航 空 自 衛 隊 小 松 基 地 を め ぐ

る 反 戦 反 基 地 及 び 爆 音 訴 訟 の 闘

い を 多 く の 市 民 ・ 働 く 仲 間 と と

も に 展 開 し て き ま し た 。

そ し て ３ ・ １
１

福 島 第 一 原 発 事

故 を 受 け 、 第 ３ 次 訴 訟 に あ た る

志 賀 原 発 廃 炉 訴 訟 を 昨 年 ６ 月 、

石 川 ・ 富 山 の 原 告 団 及 び 全 国 か

ら の サ ポ ー タ ー と と も に 起 こ し

ま し た 。 活 断 層 が １ 号 機 直 下 に

あ る こ と が 明 ら か に な っ た 今 、

二 度 と 志 賀 原 発 を 稼 働 さ せ て は

な り ま せ ん 。

０
９

年 の 政 権 交 代 は 私 た ち に 大

き な 期 待 を 抱 か せ ま し た が 、 そ

の 後 の 民 主 党 政 権 の 変 節 ぶ り は

有 権 者 の 失 望 を 買 い 、 昨 年 末 の

安 倍 自 公 政 権 の 再 登 場 を 許 す こ

と に な り ま し た 。 私 た ち は 憲 法

改 悪 が 眼 前 に 迫 っ て い る ま さ に

平 和 の 危 機 の 真 直 中 に あ り ま す 。

組 織 財 政 的 に 県 セ ン タ ー を と り

ま く 状 況 は 厳 し さ を 増 す 一 方 で

す が 、 今 こ そ 平 和 ・ 人 権 ・ 環 境

の 旗 を 高 く 掲 げ 、 闘 い の 輪 を 拡

げ て い き ま し ょ う ！

４ 年 と ３ カ 月 余 、 多 大 な ご 支

援 ほ ん と う に 有 り 難 う ご ざ い ま

し た 。
新 任 あ い さ つ

細 野 祐 治

初 め ま し て 、 今 度 平 和 運 動 セ

ン タ ー の 代 表 代 行 に な っ た 細 野

祐 治 で す 。

ま ず 、 私 が な ぜ こ の 任 を 受 け

た の か と 言 え ば 、 や は り 先 の 第

４
６

回 衆 議 院 選 挙 が 大 き な 要 因 で

す 。 石 川 ２ 区 で 、 社 民 党 公 認 で

立 候 補 し 、 み な さ ん の 大 き な ご

支 援 を 頂 き な が ら 残 念 に も 落 選

し て し ま い ま し た 。 そ し て 、 私
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に 投 票 し て 頂 い た 人 た ち に 対 し

て 、 ど う い う お 返 し が で き る の

か を 考 え た 結 果 が 、 こ の 代 表 代

行 を 受 け た 理 由 で す 。

私 は 、 選 挙 戦 で 、 ① 第 ９ 条 を

活 か し 、 小 松 基 地 を 縮 小 す る ②

脱 原 発 社 会 に す る ③ Ｔ Ｐ Ｐ 協 定

に 参 加 し な い ④ デ フ レ 不 況 を 克

服 す る ⑤ 消 費 税 増 税 撤 回 法 案 を

出 す ⑥ 教 育 予 算 を 増 額 す る 、 の

６ 点 を 訴 え ま し た 。 責 任 を 持 っ

て こ れ か ら も 行 動 す べ き と 心 に

決 め て い ま す 。 特 に 、 大 き な 地

震 が 来 る 前 に 、 脱 原 発 社 会 に す

る こ と で す 。 第 ２ 、 第 ３ の 「 福

島 」 を つ く っ て は な り ま せ ん 。

こ れ か ら も 、 平 和 運 動 セ ン

タ ー の 運 動 に ご 協 力 を お 願 い し

ま す 。
白 昼 、 迷 彩 服 で 武 器 携 行

２ 月 ５ 日 、 陸 上 自 衛 隊 第 １
４

普

通 科 連 隊 ８
５

人 は 、 迷 彩 服＝ 戦 闘

服 姿 で 武 器 を 携 行 し 、 津 幡 町 森

林 公 園 を ５ 時 ス タ ー ト 。 河 北 潟

横 断 、 内 灘 町 、 大 野 な ど を 経 て

犀 川 河 畔 を 行 軍 訓 練 し た 。 延 べ

４
０

キ ロ 、 １
９

時 に 野 田 駐 屯 地 へ 。

「 行 軍 」 訓 練 に 出 く わ し た 女

性 は 「 何 事 な の 」 と 驚 い た 様 子 。

部 隊 の 回 り に は パ ト カ ー が 行 き

交 い 、 装 甲 車 が 先 導 す る な ど

「 も の も の し い 」 光 景 で し た 。

こ れ に 先 立 つ １ 月 ２
９

日 、 平 和

運 動 セ ン タ ー 、 勤 労 協 、 社 民 党

な ど ９ 名 の 組 織 代 表 は 、 「 行 軍

訓 練 中 止 」 を 求 め て 陸 上 自 衛 隊

野 田 駐 屯 地 に 赴 い た 。 「 写 真 は

撮 る な 」 「 ４ 人 し か 入 れ な い 」

「 マ ス コ ミ は だ め 」 な ど 執 拗 な

規 制 を 突 破 し て 中 に 入 っ た 。

申 し 入 れ 書 を 読 み 上 げ 「 中 止

せ よ 」 と 迫 っ た が 、 「 返 答 は し

な い こ と に な っ て い る 」 と し て

殆 ど 答 え な か っ た 。

こ の 「 行 軍 訓 練 」 は 、 今 後 日

常 化 さ れ る 危 険 性 が あ る 。 ま さ

に 「 国 民 は 、 武 装 兵 に 慣 れ て も

ら う 」 と い う 宣 撫 工 作 に 他 な ら

な い の で あ る 。

も は や 戦 前 ！

安 倍 政 権 は 、 ア メ リ カ と 共 に

「 戦 争 」 を す る た め 集 団 的 自 衛

権 を 合 憲 化 し 、 憲 法 ９ 条 ２ 項 を

削 除 し た い の で す 。 そ の た め ９
６

条 を 「 改 悪 」 し 、 国 会 議 員 の １

／ ２ で 、 簡 単 に し か も 「 何 度 で

も 」 改 憲 す る こ と を 企 ん で い る

の で す 。 ま さ に 「 戦 争 の で き る

国 」 を め ざ し て い る の で あ り 、

自 衛 隊 で は 「 相 応 し く 」 な く

「 国 防 軍 」 な の で す 。

第 九 条 日 本 国 民 は ・ ・ ・ 、 国 権 の

発 動 た る 戦 争 と 、 武 力 に よ る 威 嚇

又 は 武 力 の 行 使 は 、 国 際 紛 争 を 解

決 す る 手 段 と し て は 、 永 久 に こ れ

を 放 棄 す る 。

２ 前 項 の 目 的 を 達 す る た め 、 陸 海

空 軍 そ の 他 の 戦 力 は 、 こ れ を 保 持

し な い 。 国 の 交 戦 権 は 、 こ れ を 認

め な い 。

こ れ ら を 許 す と 、 民 主 主 義 や

民 主 教 育 は 破 壊 さ れ ま す 。 通 信

や 表 現 、 集 会 や 結 社 、 思 想 信 条

な ど の 自 由 が な く な り ま す 。 天

皇 や 国 家 に 逆 ら う 人 は 「 非 国

民 」 と な り ま す 。

こ の よ う な 事 態 を 招 か な い た

め 、 広 く 連 帯 し 、 志 賀 原 発 再 稼

働 阻 止 と と も に 「 改 憲 」 阻 止 の

闘 い に 全 力 を 傾 注 し な け れ ば な

り ま せ ん 。

ト モ ダ チ に 不 都 合 だ か ら

改 憲 か

被 爆 国 懲 り ず に 又 も 被 爆 国

「 国 益 」 の 私 欲 に 「 平 和 」

ゆ る が ず や

九 条 の 奥 に 安 保 が 鎮 座 す る

３ 月 ２ 日 （ 土 ） １
４

時

「 私 た ち は 、 フ ク シ マ を 忘 れ

な い 」 地 場 産 本 館

３ 月 ４ 日 （ 月 ） １
３

時 ３
０

分

「 志 賀 原 発 を 廃 炉 に ！ 」

第 ３ 回 口 頭 弁 論 金 沢 地 裁

３ 月 ９ 日 （ 土 ） １
４

時

「 秘 密 保 全 法 を 考 え る 」 集 会

金 沢 市 文 化 ホ ー ル

３ 月 １
９

日 こ ろ （ 予 定 ）

石 川 県 へ 「 再 稼 働 反 対 」 申 入 れ

３ 月 ２
８

日 （ 木 ） １
５

時 ３
０

分

「 犠 牲 の シ ス テ ム 福 島 沖 縄 」

高 橋 哲 哉 （ 東 京 大 学 教 授 ）

地 場 産 本 館

３ 月 ３
０

日 （ 土 ） １
３

時 ３
０

分

憲 法 学 習 会 労 済 会 館

渡 辺 治 一 橋 大 学 教 授

＜ 編 集 後 記＞

暑 い 夏 、 厳 冬 の 冬 。 地 球 胎 動 す れ

ど 人 智 は 見 え ず 。 戦 争 と 貧 困 、 放 射

能 と ガ ン 死 。 た と え 百 万 （ が 逆 ら

う ） と 言 え ど も 、 我 、 闘 わ ん 。 N
T


